
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

四

九

号

児
童
・
生
徒
が
少
な
い
地
域
に
お
け
る
小
中
学
校
教
育
の
体
制
確
保
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

橘

慶

一

郎
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児
童
・
生
徒
が
少
な
い
地
域
に
お
け
る
小
中
学
校
教
育
の
体
制
確
保
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
の
地
方
圏
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
や
少
子
化
が
進
む
中
、
地
域
の
児
童
・
生
徒
が
減
少
し
、
従
前
か
ら
の
小
中
学

校
の
配
置
体
制
で
は
一
校
・
一
学
級
当
た
り
の
児
童
・
生
徒
数
が
少
な
く
な
り
、
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
維
持
が
難
し
く
な
る

事
例
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
各
自
治
体
で
は
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
山
村
・
島
嶼

な
ど
児
童
・
生
徒
の
通
学
距
離
が
著
し
く
遠
く
な
る
場
合
は
、
小
規
模
校
で
も
維
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
る
。
し
か
る

に
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
昨
年
八
月
、
「
新
・
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
教
職
員
定
数
改
善
計
画
（
案
）
」
（
以
下
、
「
計

画
案
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
少
人
数
学
級
の
推
進
等
と
併
せ
て
、
小
学
校
の
複
式
学
級
に
係
る
学
級
編
制
標
準
の
引
下
げ

及
び
中
学
校
の
複
式
学
級
の
解
消
を
掲
げ
、
平
成
二
十
四
年
度
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、

こ
の
方
針
の
実
現
を
促
す
立
場
か
ら
、
児
童
・
生
徒
が
少
な
い
地
域
に
お
け
る
小
中
学
校
教
育
の
体
制
確
保
に
関
す
る
内
閣
の

認
識
及
び
方
針
に
つ
い
て
、
以
下
五
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

児
童
・
生
徒
の
通
学
距
離
が
著
し
く
遠
く
な
る
こ
と
か
ら
小
中
学
校
の
統
廃
合
が
困
難
な
場
合
で
も
、
児
童
・
生
徒
に
は

一
定
水
準
の
教
育
環
境
を
提
供
す
る
責
務
が
国
に
あ
る
も
の
と
思
う
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

二

計
画
案
に
お
い
て
、
小
学
校
の
複
式
学
級
に
係
る
学
級
編
制
標
準
の
引
下
げ
及
び
中
学
校
の
複
式
学
級
の
解
消
を
掲
げ
た

一



理
由
を
伺
う
。
特
に
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、
複
式
学
級
で
は
望
ま
し
い
教
育
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
の

認
識
で
あ
る
と
理
解
す
る
が
、
そ
の
理
由
を
伺
う
。

三

計
画
案
に
お
い
て
、
小
学
校
の
複
式
学
級
に
係
る
学
級
編
制
標
準
の
引
下
げ
及
び
中
学
校
の
複
式
学
級
の
解
消
に
必
要
な

教
職
員
定
数
の
改
善
総
数
は
、
小
学
校
千
人
、
中
学
校
四
百
人
で
合
計
千
四
百
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
学
校
数

を
伺
う
。

四

三
に
係
る
国
及
び
都
道
府
県
の
必
要
な
予
算
額
の
見
積
り
を
伺
う
。

五

三
の
改
善
総
数
及
び
四
の
予
算
額
は
、
三
十
五
人
学
級
の
導
入
等
の
計
画
案
の
他
の
項
目
に
比
べ
れ
ば
、
著
し
く
少
額
で

あ
り
、
教
育
の
機
会
均
等
の
立
場
か
ら
は
、
計
画
案
通
り
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
の
実
施
を
促
し
た
い
が
、
内
閣
の
方
針

を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


